
「新型コロナウイルス感染拡大予防ガイドライン実践店ステッカー」質問回答集（令和５年１月２０日更新）

Ｎｏ． Ｑ Ａ

101 ステッカーの発行はどこで行うのか 各業界団体の申請窓口となる県の担当部局において発行します。

102 業界団体の基準は

①～③のいずれにも該当すること

　①　徳島県内で業種又は地理的つながり等により、
　　　　２以上の店舗が参画している団体であること。
　②　法人格を有する団体
　　　　　　又は
　　　会則・会員一覧等により活動内容を確認できる団体であること。
　③　団体の事務局が、次の役割を担うこと。
　　　　　ア　各店舗の感染拡大予防対策の巡回指導を定期的に行うこと。
　　　　　イ　ステッカーの管理をおこなうこと（番号や発行先など）。
　　　　　ウ　県からの連絡・問合せ（調査を含む）に対応できること。

該当するか不明な場合は，県危機管理政策課（088-621-2713）までお問い合わせくだ
さい。

103
団体事務局は代表の店舗等が行っていてもよいか
（団体事務局として、店舗とは別に構えている必要があ
るか）

構いません。店舗と別に構える必要はありません。
（団体の事務局等に特に指定はありません。）

104
商店街組合など、複数の業種、業態の店舗が加盟して
いる団体も対象となるか

NO.102の①～③の基準を満たせば対象となります。

105
ステッカーを店舗に掲示したいが、今から団体を作った
らもらえるのか。

NO.102の①～③の基準を満たせば対象となります。

1.ステッカーの発行について



106
コンビニやスーパー等、県内に複数の店舗を有する場
合は、本社が事務局となって、各支店にステッカーを配
布するようなことが可能か。

NO.102の①～③の基準を満たせば対象となります。
なお、統括する事務局では、各店舗においてそれぞれ感染拡大防止の取組を実践で
きているか確認いただき、実践できていない場合は、ステッカーを回収する等の対応
をしていただくこととなります。

107
業界団体が存在するが、県内では本社のみが所属して
おり、かつ県内に複数の店舗を有する場合は、店舗数
分ステッカーを配布してよいか

各店舗にステッカーを配布することは特に問題はありません。
なお、統括する事務局では、各店舗においてそれぞれ感染拡大防止の取組を実践で
きているか確認いただき、実践できていない場合は、ステッカーを回収する等の対応
をしていただくこととなります。

108
県内にグループ会社が複数ある場合、グループとして
業界団体と見なすことは可能か。

親会社等事務局が責任をもって、各会社にガイドラインを遵守させることを条件とし
て、可能とします。

109
ステッカーの番号や団体名、店舗名は誰が記入するの
か

県が業界団体に交付する際に、番号を記入します。
各店舗で掲示する際は、団体において、団体名、店舗名を記入してください。
番号と店舗の一覧は、県HPで掲示するため、後日、県に対し、提出していただきま
す。

110
ステッカーを再発行して欲しい
（番号や店舗名を書き損じた、張り直したい、店舗名が
変わった　など）

原則として、再発行は行いません。
なお、悪用を防ぐため、書き損じたり、はがしたステッカーを交換する形であれば、再
交付することとしております。紛失については、十分注意してください。

111
2つの業界団体に所属しているが、それぞれからステッ
カーをもらうことは可能か。

それぞれの業界団体で策定したガイドラインを遵守しているのであれば、可能です。



201 どのガイドラインを実践すればいいのか
各業種毎に策定されている感染拡大予防ガイドラインを実践いただくことになります。
策定されていない場合や、他のガイドラインが営業形態に即しているような場合は、そ
れらのガイドラインを参考に各業界団体で作成してください。

202 どのような形で各店舗の実施状況を確認すればよいか
NO.201で示したガイドラインを元に、各業界団体ごとにチェックリストを作成し、当該
チェックリストにより確認してください。

203 ガイドラインは全てを実践しなければならないのか
営業形態の都合でガイドラインの項目で実践できないものがあっても、十分な感染対
策がとれていると業界団体が判断できれば構いません（ステッカーを配布しても構いま
せん）。

204 十分な感染対策がとれているの判断基準は

どの業界においても、主に以下の点が実践できていることを確認してください。
・３密の徹底回避
　（人と人とが触れ合わない程度の距離の確保（１ｍ以上）、換気の徹底、店舗が密に
ならないようにする取組の実施）
・店舗のこまめな清掃や消毒の徹底
・来店客や従業員の体調管理（発熱がある来店客の入場をご遠慮いただく、発熱があ
る従業員を療養させる等）
・手洗いの徹底、マスクの着用推進
・県の「とくしまコロナお知らせシステム」の導入

205
（令和５年１月チェックリストの改訂について）
客席やカウンターにおける間隔やパーティションでの遮
蔽は具体的にどうすればよいか

客席やカウンターにおける間隔等については、少人数の家族や日常的に接している
少人数の知人等の同一グループである場合を除き、次のいずれかの対策が必要で
す。
・横は最低１ｍの間隔、真正面の場合は適度な間隔を空ける
・パーティション等で遮蔽できるようにする（常設ではなく、客からの要望があれば設置
する等の工夫が可能です）

※パーテーションを常設しない場合は、利用客に対し、パーテーション等が必要な場
合には従業員に申し出るよう、店内掲示等により呼びかけをお願いします。

206
（令和５年１月チェックリストの改訂について）
少人数の基準は何人を想定しているのか

政府が示す「感染リスクが高まる５つの場面」において示されている「５人以上」が大人
数の目安となりますが、５人以上であっても大声で話すことがないような席の配置等の
工夫を行っていれば、柔軟に運用していただくことが可能です。

207
（令和５年１月チェックリストの改訂について）
これからは大皿料理で提供してもよいのか

トング等を共有する際は手指の消毒を徹底するなどの対策を行っていただければ、大
皿で料理を提供いただいても構いません。

2.ガイドラインについて



301 ステッカーの番号について

ステッカーの右上に番号を記載する場所を設けており、
ハイフンの左側：業界団体共通の番号
ハイフンの右側：各店舗毎に通し番号　　を記入します。

例：Ａ業界団体「1-1」「1-2」「1-3」・・・
　　Ｂ業界団体「2-1」「2-2」・・・
番号と発行先店舗名については、県HPに掲載するため、各業界団体が県に報告して
いただきます。

302 取組状況の巡回はどのようにおこなえばいいのか
業界団体が月に１度など定期的に巡回を行い、各店舗の取組状況を把握してくださ
い。
必要に応じて県と共同で実施することも検討しております。

303 すべての店舗を巡回するのか
１回の巡回ですべての店舗を巡回することが困難な場合には、
複数回に分けて巡回するようにしても構いません。

304
巡回等によりガイドラインが実践できていないことが発
覚した場合は罰則はあるのか

罰則はありませんが、ガイドラインを実践するよう徹底してください。
改善が見られない場合は、ステッカーを回収していただき、県への報告をお願いしま
す。

3.取組状況の巡回について



401 ステッカーは各店舗１枚のみの配布か

原則１枚のみとします。
店舗で出入口が複数ある、別館がある場合は、主に会計を行う場所等、お客様の目
につきやすい場所に掲示してください。
なお、バス・タクシー等、事業所ではなく、個別車両への掲示が望ましいもの等があり
ましたら、ご相談ください。

402
ステッカーの画像を、店のホームページやチラシに２次
使用したい。

原則禁止とします。
ただし団体名や店舗名が記入され、業界団体から店舗に配布されたステッカーを掲示
している様子などの写真は使用しても差し支えありません。
その際、県から認証を受けた、など誤解を招く表現は行わないようしてください。

403
ステッカー掲示店舗店として幟などのグッズを作成、掲
示してもよいか。

業界の取組として実施していただくのであれば特に問題ありませんが、趣旨を損ねな
い範囲でお願いします。
具体的には、「当店は（業界ではなく）県が認定した「ガイドライン実践店」です！」と
いった内容は不可となります。

404 ステッカーはいつまで掲示すればいいのか
ステッカーは、新型コロナウイルスが終息し、掲示の必要がなくなったことを、県から各
業界団体を通じ、各事業者の皆様にお知らせする時期まで掲示いただきますようお願
いいたします。

4.ステッカーについて



501
ステッカーを貼っている店舗がガイドラインを実施してい
ない

このような報告が県にあった場合、県から各業界団体に連絡しますので、業界団体の
責任において、確認、必要があれば是正をお願いします。
なお、是正の指導を行ったにもかかわらず、改善が見られない場合は、ステッカーを回
収していただき、県への報告をお願いします。

502 ステッカーの配布店舗は公表されるのか 業界団体からの報告を受けて、県HPで一覧にして掲示します。

503
ステッカーを貼っている店舗は安全な店舗として県が認
定したことになるのか

この取組は、業界団体が一丸となって実施する取組を県が応援するものであり、県が
各店舗を安全な店舗として認定するものではありません。
ただし、ステッカーを貼っている店舗は、感染拡大予防ガイドラインを実践している店
舗であることから、県民の皆様にとっては、「安全で安心な暮らしにつながる」ものであ
ると考えます。

5.その他


